




第 10号様式-1 

事  業  報  告  書 

 

団体名 特定非営利活動法人 バンブーまなび塾 

事業名 
不登校・ひきこもりの児童、青少年、家族に対し学習支援、相談、居

場所等の支援を通じ自立を目指す。 

事 

業 

内 

容 

①学習支援、進学支援 

 不登校、ひきこもりの方への将来を見据えた進学相談、学習支援、家族相談。平

日、11：00～18：00の間の決められた時間 1回２時間程度 

 場所 バンブーまなび塾 他 

 

② 居場所、自立支援 

 困難を抱えた児童生徒、若者が家以外の場所で安全で安心できる場所の提供。 

家族相談、面談、職業理解、自己理解、ソーシャルスキルトレーニングの実施  

美術館見学 就労体験、就労準備、区役所内ハローワークへの同行 等 

 平日 11：00から 18：00決められた時間  バンブーまなび塾 他 

 

③ 体験を広め知識を深める支援 

不登校・ひきこもりであったために体験、経験から学ぶ多くのことを学ぶ機会に 

恵まれなかった。バンブーまなび塾で知識を広げたい。 

   
 

（事業の参加者・対象者の評価） 

・利用者、参加者の評価は本人面接、家族面接、アンケートにより意見集約を実施。 

居場所、全員より満足しているとの回答を頂いているがコロナ禍の影響を受け、 

オンライン授業を実施したが学習支援は理解度が不十分で課題が残った。 

（事業実施（主催）団体の評価） 

 今年度はコロナの影響を受け活動に課題が残った。 

・学習支援は利用者の来所が困難になり当法人としてはオンライン授業等工夫をしたが 

 学力の定着が不十分だった。 

・居場所利用者はコロナの影響で来所できない利用者が多かった。課題が残った。 

・例年行っていたバンブーまなび塾キャンプは、コロナの影響を受け大倉山記念館に会場

を移し「惑星への冒険」「工作、惑星を作ろう」という半日の講演形式にしたが三密を避

けコロナ感染防止対策をした上での活動として良い結果が得られた。 

 

 

（今後の展望と課題） 

 今年度はコロナ禍に振り回された活動であったが今後は経験で得たコロナ対策を活動に

定着させたい。 

・学習支援は、中学生の利用者が少ない。地元に密着した中学生に対する支援を充実した

い。 

・居場所利用者の、就労準備、就労への支援を進めていきたい。 

・卒塾者が大学生になり利用者に対して支援者となり戻ってくる。又近隣の住民からの 

協力と支援が得られている。ボランティア活動を通し社会貢献への良い循環ができる 

 

 


